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要旨

触覚は, 圧覚, 振動覚, 温覚, 冷覚の4つの要素から構成され, これらを組み合わせて多様な触覚体験
を創出する触原色理論が提唱されている. 同じ提示部位で触覚を合成する研究は行われてきたが, 異
なる部位に異なる触覚を提示して合成触覚を誘発する試みは十分に行われていない. 本研究では, 人
差し指と薬指に異なる触覚刺激を提示することで, 中指に合成触覚を誘発する可能性を検証した. 実験
では, 温覚, 冷覚, 振動覚, 圧覚の組み合わせ16条件を人差し指と薬指に提示した. 参加者は, 提示し
た触覚が中指でどの程度感じられるかを数値で評価し, 感じた感覚を口頭で自由に表現した. その結
果, 異なる触覚刺激を2点に提示することで中指に合成触覚が生じることを明らかにした. また, 提示する
触覚の組み合わせによって知覚強度が変化することが確認された. 今後は, 視覚刺激と触覚刺激を組
み合わせた合成触覚の知覚メカニズムをさらに解明する必要がある. また, 複数部位への触覚提示を活
用した, より多様で複雑な触覚デザインの可能性を検討する必要がある.


